
課題番号  16
昭 和 46年 度

中急斜 (■ おける造林作業の機械化を促進するため国有林経営に適合した傾斜階

段造林 Al、 の作業体系の確立をはかる。

1.入力階段作設試験地の階段拡巾、下刈作業の功程量 の調査

2.簡 易階段作設機 (ハ ンドトラクター )が完成次第機械によ

設定す る。

技 術 開 発 報 告 書

)入 力による

男り紙  16～ 1 参照

は 3段 ごとの基線 lAl量 で実施 する。

は階段拡 巾を下 刈後 8～ 9月 に実施 しているので下刈前 4～ 5月 に拡 巾を行なし

を調査 す る。

行なつた。
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営林局における開発程度の

評価および普 及計画の概要

事業的に階段造林を進める場合階段切 りつけ

階段拡巾の時期について検討する。 4.6年度

下刈 りの要、否につ いて検討する。

簡易階段作設機使用による階段切 りつけ功程

傾斜階段造林法 A-1の 作業体系の確立

開始年度  4.5年 度

終了 (見込 )年度

調査年度 4.6年度

52年度

開発担当者所属氏名

長崎署 経営課長 岩井良二 胤螺  経営課長

菊池署  ″   青柳朋大 熊本署  ″

水俣署  ″   山下睦男

71,774円

567,703円
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16～ 1

2.植えつけ功程

入力普通植の功程が、

作業 が容易であるため 2

傾斜階段造林A-1の作業体系の確立
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局平均で 1人 1鶴 150本程度であ り、階段造林 では、

00本程度が植えられることがゎかつた。

3.第 1回 階段拡巾

8～ 9月 に実行 し、所要人工数は表のとお りとなつた。長崎、菊池で設定時

の切 りつけよ
ノ

かな り推卜り増 しになつているが、 これは刈草を拡巾の上で被露

するようていねいに行なつたためである。

長   崎 菊   池 水 俣 都   城

中斜地 12.0ノヽ 6.1/ヘ 8.OA

急斜地 13.4.ノ 、` 11.0

4 造林木の成長

水俣署 において、普通造林に比較 して良好な成長を示 し/て いるが、他の署で

'ま

、 まだ顕.著 な差 はあらわれていない。

4.段 15段

珈 2.500本 3Ю 00本 3.500本 備  考

中斜地 俣

城

水

都

12_3ノ、

15.3

′4.8人 17.2A ヒノキ

入力普通植

急斜 地 17.0
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中lJl斜地における造林作業の大型機 lJlt化 を促準するため、国有林経営に適合し
た傾斜階段造林法 A-1の作業体系め確立をはかるo        一

土,レ ようの理学性がょくなる結果、その効果としてあらわれる成長難‐な:ら びに作業
方法を検討 し、実施基準をつ くる。

地位指数、値付時の苗長、下Xサ終了時 (5年経過‖わ の
樹高、成長 1■ 等を検討の うえ、経済効果と,の 関係を追
し、傾斜階段造1本法A-1の 対象地の適地基準、作 業の
施方法の基準を作成する6

課題番号た 5-1 賂 和 48 年 度 技 術 開 発 報 告 書
熊本 営 林 局

2 植 付

スギ (精英樹クローン)を h当 り2,500本 、植穴堀機により穴堀植付 を

実 施。

3 階段 拡 巾

4 6    4

4 下  刈

4 6    4

功 程 (h。 当う)

2成 長 量

区 分

樹

一
４６

高  (m) 根 元 径 (m)|

3 考 察

樹高成長について、 3成 長期を経過した 48年度に成長差があらわれてき

ており、今後の推移をつかむこととするo

階段拡巾は、下刈省略を試みたか困劇ιである。

法 A -1の作北体系の確立

45年度   調査年度

年度   50年 度

48年 度

7年度に拡巾を実施

7 48年 度 に実施

的

種 1階 段

作 設

|

合 計

営林局 におけ る開
発結果の評 価 およ
び普及 計画の概要

47

70 10
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鵬 和 48 年 度
課題番号Z5‐ 3

傾斜階段造林法 A-1作 業体系の確立

開始年度   45年 度

終了 (見込)年度   5

1日 査年度

0年度

48年度

属所

わ再発担当者
所 属 氏 名

水 俣 営 林 署

当 年  度

lil斜 階段造林法A‐ 1の作業体系の確立をはかるo

け一一一 画計発開

土じようのItil学性がよくなる結果、その効果としてあらわれる成長llな らびに作業

方法を検討し実施基準をつ くるo

調 査 係

久木野
担 当区主任

1          開     発     目     的

|¬繭扇[品
~蘇

羅馬繭編 1:」面再 l茄蘇 茜百蕗裏

一TT十~端
願蔦蕊話蔦 菖

~葛

覇蘇百

Ⅲ術甲‐ 報告書 熊本 営 林局

施実

3段 日、 4段 日、 5段 目ごとに基線測Rを 行ない、行間距囲12～ 25″ に

して階段 巾 20～ 30い で傾斜 3f～ 7助こして作成

2. 植 付

ヒノキha当 り2,500本  耕な植栽

階段拡 巾

4も  47_48年 度に拡巾を実施

下 刈

47 48年 度に実施

果
`′

結発開
― ― 一 -1一　

１

． 程 (n。 当り)

成 長  出:

靡 再:ユT■弊仔|

考 察

下刈は階段拡巾との組合せを試みたが省力に結びつけることができなか

つた もので 48年 度においては雑草繁茂により実施するo

lll市 、根元径と もに対照地 :と の差が認められ るのは 3成長期 目あた ,か
らであ:り 、益 i夕 差が開く傾向!`あ るё
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臨 木口 48 年 .度 技i術 開 発 報 告 書

1 階段作設

3段 日、 4段 目、 5段 目cと に基線測量をお こない行間雌難 25″

階段 巾20～ 30mで傾斜 5買 7° にして作設

2 植 付

ヒノキ、

3 階段拡 巾

4 6    4

4 下  刈

4 7    4

熊 本 営 林 局課 題番号 Z5-4

開発担 当者

所 属 氏 名

開始年度

終了 (見 込 )

45年度

年度   50年 度

調査年度 48年 度

傾斜階段造林法 A-1作 業体系の確立 経施

=|引
発
　
間

開
　
期

城者6

職

調 査 係 長

J__il_i三二il__

氏     名 |

預
~訂~蔦

T¬

平 島 清 人
|

―

― ―
一

―

一
―

一

h。 当 り2.500太耕転植蔵

7年度に拡巾をおこな う

3年度に実施
当 年

累

中、登t斜地における造林作業の大型機械化を促進す るため固有林経営に適合

した傾斜階段造林法 A-1の 作業体系の確立をはか るo

度

　

計

印
費

|―
― ― ― ― ― 一

―

発開

画開

て
　
・ｏは

樹

土 じようの理学性が よ

に作業方法を検討 し、

くなる1結 果、その効果としてあらわれる成長量、並び

実施基準をつくる。

営林 liuに おけるlle

発結果の評価およ
び普及計 IIllの 概要

地位指数、植付時の苗長、下刈終了時 (5年経過時)

の樹日ヽ夕卿 1等 を1資 討のうえ経済効果との関係を追

求しヽ 傾斜皓段造林法A-1の対象1也 の適地基準、作業

の実施方法の基準を作成する。

硼霊]∃:轟≡田≡[
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課題番号/a6 昭 和 49年 度   技 術 開 発 報 告 書 熊 本 営 林 局

課  題  名 傾 斜 階 段 造 林 法 A-1の 作 業 体 系 の確 立

開 発 期 間
開始年度   45 年度    調査年度  49 年度

終了 (見 込)年度   52 年度

開 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 戦 名 氏 名

長 崎 営 林 署

菊 池   ″

水 俣   〃

者β 城      〃

調
　
種
　
調

査  係  長

苗   ″

査   ″

上 村 緑 郎

島  木     賢

田 中 義 行

森  川  秀 次 郎

経
翻
費

度

計

年当

累

開     発      目

中傾斜地における造林作業の機械化 を促進するため ,

造林法 A-1の 作業体系の確立 をはかる。

的

国有林経営に適合 した傾斜階段

開

土壌 の理学性が良 くなる結果

討 し実施基準をつ くる。

発 計 画

らわれ る成長量並 びに作業方法 を検そ の効果 と あ

営林局における開
発結果の評価お よ

び普及計画の概要

1.階 段作設 に よる成長促進効果は,一般に地位中以下の林地にお

設 に多人工数を要するので適当でない と考え_ら れる。

2 階段拡巾作業 を行 なうことに より下刈省略化をにLか れるならば

の組合せ等 を更 に検討 し,下刈 を 3回 程度以下で終了させる方途

-40-

過経施実

2.

3

階段作設

3段 目,4段 目, 5段 目ごと1/r基線測量 を行ない,行間巨離 25″ ,階段巾 2

～ 30",傾 斜 5～ 7で作設する。

植  付

スギ,ヒ ノキを滋当 り2500本 耕転植栽。

階段拡巾

46～ 48年度に階段拡 巾を実施。

下  刈

46～ 49年度に実施 している。

結    果 ″発開

察

1 階段作設における基線測量及び切付けは 3段 目ごとによる方法が有利である。た

当 り功程は現地の実態により差があるが,大凡 14人 である。広栞樹林跡地は 2倍
程度必要である。

拡巾功程 も現地の実態により差はあるが,第 1回 目拡巾が 10人程度 ,第 2回 目

13人 ,第 3回 目 8人程度である。

ススキ,雑 かん木の侵入が著 しい林地では,階 段拡巾だけでは造林木の被圧が予

想されるので下刈を必要 とするが,侵入の少ない林地では,単独の下刈作業は必要

でない場合 もある。 この ように侵入植生によっては階段拡巾と下刈省略 ,期間単縮

を結びつけることができるものと考え られるが,全体的には困難である。

成長状況について

普通造林に比較 して,菊 池のスギ,水俣のヒノキは上長成長 ,肥 大成長 ともに

50%を 上廻 る差が認められ ,ま た成長期 を経過す るごとに開差は大 きくなってい

る。一方長崎のスギ,都 IRの ヒノキでは肥大成長が上廻 る程度で,上長成長差は植

付当年か ら余 夕認 1/yら れない。階段作設による効果があらわれているものと,そ う

でない ものとがあり,こ の原因については今後検討を力nえ る必要がある。

考

いて高いので,ヒ ノキ植付地を対象 とす る方が有利である。また天然林跡地は,階 段作

階段造林は有利 となる。従って植物生IIFを ふまえ,階段拡 巾時期 ,又 はス不キ抑制策 と

の検討 をする。
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傾 斜 階 段 造 林 法 A-1

1.功    程 (人 /屹 )

営 林 署
階 段

量 切

測
　

付
植 付

施 階 段 拡 巾

45年 46年 46年 47年 48年

長 崎 184 14.2 12.o 15.0

菊 池 143 13.4 21.1

水 俣 11.5 150 82

都 城

31.0 15.2 11.0

37.0 17.o 11.0 13.0

2.成  長 力l

樹

　

種
営 林 署 区  分

樹 高 (“ )

植 付 時 1成長期 2成長期 3成長期 4成長 期 成 長 量

ス
　
　

ギ

長 崎

階 段 区 108 158 202 171

対照区 97 150 203 166

菊 池

階段区 104 127

対照区 44

ヒ

ノ

キ

水 俣

階 段 区 136 183 146

対照区 125

都    城

階段区 117 191 247 206

138 193 233 194

対照区 71 122 188 243 208

-43-

の 作 業 体 系 の 確 立

下 メリ

合 計 備 考
46年 47年 48年 49年

72.3 中斜地  N跡

14.1 6.8 72.5 N″

70.4 N″

84.9 L″

9.0 105.1 急斜地  L″

根 元 径 (所 )

備 考
植 付 時 1成 長期 2成長期 3成長期 4成長期 成 長 量

8 17 33 25

8 12

7 17 32

7 23

5

5 8 21

7

1 1

22
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